
019年2月24日（由）
◆食∴憐：ヒアサ淡調　法的，！立財民交流センターピアザホール

（波蝕県天津1両こおの浜1－1－20）

◆時I酢　13：00－16：30（開場12：00）

◆参∴加：　自III（定11400名水鵜川こなりましたら入場をお断りする場舗‘ありfJ

◆参加慣：∴等畠
◆お聞合せ：銃座IIi腿混成博物館的駒．．）

（多的Or立間物部両軸．0749－48・2077）

◆ii催：鈴鹿Iii銑混成博物帥

拓血IIL櫛j減請物部とは、鮪鵬l白熊のIIl能lこある接近汀市・雪雄町・多録“IO）噌物部がIIi心

とな（）、この他賞の高●寄幻ヒ遮音倒帥恥部こ活IIIすることをiI順二請成されたi用事です．

＠丈火斤



近江には、いや日本には大変多くの神榛・仏伐がおまつりされています
ても、私たちは神膝と仏様を区別してし、るでしょうか7神社とお寺は何となく
区別していますが、その中に神様と仏板が同居していることか良くあります

そして、私たちは何の違和怨もなく、神概と仏榛を同等に拝んでいます
いや、グノスマスやハロウインの神々まで縛らしの中に取り入れています

この、日本の神仏か持つ抜群の‾親和力　は一体とこから来るのてしょう

が？親和するカ＿とは、これから未来に向けて必要とされる、大きな愚昧を
蒋つカです

今回のフォーラムは、所謂神仏習合　の文化を適して、現在、そして未来
における人と神様・仏極のおっきあいの仕方を誓えます
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◆お問い合わせ

鈴鹿山麓混成博物館事務局

（多賀町立博物館内　hO749－48－2077）


